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清色地区の合言葉 

「安心･安全で潤いと活力に満ちた共生･協働の町づくり」 
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新年のご挨拶        清色地区コミュニティ協議会会長  長坂 正雄 

 
新年あけましておめでとうございます。 

清色地区の皆さんにおかれましては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。 

清色地区コミュニティ協議会もコロナ発生より３年という時が経って、なかなか元の活動の全

てが出来ない状態が続いております。 

 昨年の秋には文化祭を、１２月にはイルミネーション等を行い、出来ることはやろうという考え

で取り組んでおります。 

 入来の５地区のコミュニティ協議会会長会議では、「入来はひとつ」という考えをもって進めて

いった方が良いのでは、という話も出ています。また、昨年の暮れに「入来郷土会」が発足さ

れました。構成メンバーとしては農協、商工会、自営業、各種団体、入来５地区コミなどで

す。みんなが入来の将来を考えていこうという流れです。大変良いことだと思います。清色地

区コミュニティ協議会も大いに協力していきたいと思います。皆様におかれましても幸多い 1

年となりますよう祈念いたしまして、新年のあいさつと致します。 

 令和５年はよい年になる予感がします。 

 

 

 

 

 

 



鬼火焚きが行われました 



               

２月２５日（土）旧増田家住宅にて 

１３：００～１５：００ 
 

「入来ふもとのひなまつり」が開催されます 
 

―内 容― 

✿かえんそや 

✿薩摩川内市ひなまつりイベントスタンプラリー

✿第８回フォトコンテスト表彰式

✿ひなまつりぬりえコーナー 

✿入来川柳かるた大会 

 1月２１日（土）午後 1時 30分より、リバーフロント整備事業の地元説明会

が行われました。 

この事業は、山河橋左岸の河岸浸食や河川の氾濫などの災害から守り、

川と親しむための整備をしていく事業のことです。当局より説明があり、２時間

にわたり活発な質疑がなされました。 

今後は、説明会の質疑事項を参考に事業を進めていくとのことです。 


